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恋
愛
小
説
「
天
の
夕
顔
」（『
日
本
評
論
』
昭
和
一
三
﹇
一
九
三
二
﹈
・
一
）
1
で
知
ら
れ
る
浪
漫
主
義
作
家
・
中
河
與
一
は
、
昭
和
二
二
年
八
月
、
Ｇ
項
（「
そ
の
他
の
軍
国
主
義
者
お
よ
び
超
国
家
主
義
者
」）
に
該
当
す
る
と
し
て
公
職
追
放
の
通
知
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
中
戦
争
開
戦
と
と
も
に
そ
れ
を
〈
聖
戦
〉
と
し
て
肯
定
し
、『
全
体
主
義
の
構
想
』（
作
品
社
、
昭
和
一
四
・
二
）、『
日
本
と
全
体
主
義
』（
文
芸
世
紀
社
、
昭
和
一
六
・
七
）
な
ど
を
上
梓
す
る
こ
と
で
「
全
体
主
義
」
を
鼓
吹
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
河
に
お
け
る
「
全
体
主
義
」
と
は
、
功
利
主
義
・
個
人
主
義
に
対
置
さ
れ
る
、「
愛
に
お
い
て
人
間
同
士
を
考
へ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
の
思
想
」（「
全
体
主
義
と
世
界
の
日
本
的
回
帰
」
『
日
本
と
全
体
主
義
』）
で
あ
り
、
恋
人
か
ら
「
民
族
」
迄
を
も
含
み
こ
む
〈
他
者
〉
の
た
め
に
自
己
を
「
犠
牲
」
に
す
る
精
神
の
こ
と
に
他
な
ら
ず
2
、
万
葉
の
時
代
に
は
確
か
に
存
在
し
た
そ
れ
を
欠
如
と
し
て
表
象
し
な
が
ら
言
語
に
よ
る
想
像
的
蘇
生
を
試
み
る
地
点
に
、
中
河
の
「
浪
漫
主
義
」
の
核
心
が
あ
る
と
ひ
と
ま
ず
い
え
る
。
中
河
も
そ
の
同
人
で
あ
っ
た
雑
誌
『
日
本
浪
曼
派
』
の
中
心
的
人
物
で
あ
る
保
田
與
重
郎
は
か
つ
て
、
中
河
が
「
戦
争
中
も
恋
愛
小
説
だ
け
し
か
書
」
か
な
か
っ
た
こ
と
を
「
み
ん
な
に
記
憶
し
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
強
調
し
た
3
。
そ
の
言
葉
の
真
意
は
定
か
で
は
な
い
が
、
中
河
が
「
浪
漫
主
義
」
の
精
神
に
立
脚
し
た
恋
愛
小
説
と
い
う
〈
非
政
治
的
〉
言
説
に
よ
っ
て
同
時
代
の
全
体
主
義
運
動
に
、
強
力
な
正
当
性
を
附
与
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
影
響
力
と
圏
域
と
と
も
に
、
批
判
的
に
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
中
河
の
「
浪
漫
主
義
」
の
源
流
、
す
な
わ
ち
「
全
体
主
義
」
の
萌
芽
が
兆
し
た
瞬
間
へ
と
遡
っ
て
み
た
い
。
中
河
が
初
め
て
〈
浪
漫
〉
と
い
う
こ
と
に
言
及
し
た
の
は
「
科
学
と
ロ
マ
ン
」（『
読
売
新
聞
』
昭
七
・
一
・
一
二
）
で
あ
り
、
中
河
が
昭
和
五
年
に
創
刊
し
た
雑
誌
『
新
科
学
的
文
芸
』
の
昭
和
七
年
二
月
号
は
〈
科
学
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
研
究
号
〉
と
さ
れ
た
。
こ
の
科
学
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
は
、『
新
科
学
的
文
芸
』
の
後
継
誌
『
翰
林
』
の
創
刊
（
昭
八
・
七
）
以
降
、
同
誌
上
で
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
偶
然
論
に
連
続
す
る
思
考
を
既
に
胚
胎
し
て
い
た
。
中
河
に
お
け
る
「
浪
漫
主
義
」
の
発
露
と
し
て
の
偶
然
論
は
、
周
知
の
よ
う
に
昭
和
一
〇
年
前
後
に
文
壇
を
二
分
し
て
争
わ
れ
た
偶
然
文
学
論
争
の
引
き
金
と
な
る
。
こ
こ
で
論
争
中
に
中
河
が
自
身
の
思
考
の
系
譜
に
つ
い
て
言
及
し
た
次
の
文
章
を
参
照
し
た
い
。
私
は
数
年
前
「
形
式
主
義
」
と
い
ふ
小
論
を
発
表
し
、
そ
こ
で
は
芸
術
を
一
つ
の
切
り
離
し
た
客
観
と
し
て
の
み
提
出
し
た
。
だ
が
そ
の
中
で
「
飛
躍
」
と
い
ふ
言
葉
を
無
解
決
に
残
し
た
。
今
あ
の
一
文
を
回
顧
し
て
、
あ
の
時
代
の
「
飛
躍
」
を
埋
め
る
部
分
こ
そ
、
今
日
の
偶
然
論
で
あ
る
こ
と
に
思
ひ
至
つ
て
ゐ
る
。（「
偶
然
文
芸
論
」『
偶
然
と
文
学
』
第
一
書
房
、
昭
一
〇
・
一
〇
）
中
河
は
、「
形
式
主
義
文
学
の
一
端
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
三
・
一
一
・
二
二
）
発
表
か
ら
『
形
式
主
義
芸
術
論
』（
新
潮
社
、
昭
五
・
一
）、『
フ
オ
ル
マ
リ
ズ
ム
芸
術
論
』（
天
人
社
、
昭
五
・
五
）
の
二
著
を
上
梓
す
る
迄
の
間
、
主
に
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
者
を
相
手
に
所
謂
形
式
主
義
論
争
を
展
開
し
た
。
同
論
争
は
中
河
が
「
新
興
芸
術
派
の
勝
利
と
危
機
」（『
新
潮
』
昭
五
・
七
）
で
一
方
的
に
勝
利
宣
言
し
終
結
す
る
が
、
そ
の
二
年
後
に
「
実
際
の
自
分
の
姿
は
其
処
に
無
つ
た
」（「「
左
手
神
聖
」
の
序
」『
新
科
学
的
文
芸
』
昭
七
・
七
）
と
回
顧
し
た
よ
う
に
、
論
争
過
程
で
自
ら
の
理
論
上
の
欠
陥
が
自
覚
さ
れ
、
急
遽
火
消
し
が
行
わ
れ
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
っ
た
。
先
の
二
著
上
梓
後
の
六
月
初
頭
、
中
河
は
〈
新
科
学
的
〉
な
る
発
想
を
得
て
七
月
に
メ
カ
ニ
ズ
ム
か
ら
の
飛
躍
―
―
中
河
與
一
の
〈
新
科
学
的
〉
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
黒
田
俊
太
郎
（
キ
ー
ワ
ー
ド‥
中
河
與
一
、
形
式
主
義
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
飛
躍
、
新
科
学
的
）
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は
『
新
科
学
的
文
芸
』
創
刊
に
至
る
が
、
創
刊
理
由
に
「
唯
物
論
的
な
文
学
論
（
注
、
形
式
主
義
論
）
の
完
成
」（「
編
集
後
記
」
昭
六
・
四
）
が
挙
げ
ら
れ
た
の
も
、
そ
う
し
た
事
情
を
背
景
と
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
こ
の
時
目
指
さ
れ
た
の
は
、
論
争
当
初
か
ら
中
河
の
形
式
主
義
論
の
鍵
語
で
あ
っ
た
「
飛
躍
」
に
、
意
味
を
充
填
す
る
と
い
う
作
業
で
あ
り
、
中
河
の
思
考
は
形
式
主
義
論
か
ら
〈
新
科
学
的
〉
と
い
う
発
想
を
経
由
し
偶
然
論
へ
と
編
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
「
偶
然
文
芸
論
」
の
先
の
引
用
に
於
け
る
「
飛
躍
」
に
関
す
る
発
言
は
、
先
行
研
究
で
は
両
文
学
論
の
連
続
性
を
示
唆
す
る
文
脈
で
引
用
さ
れ
て
き
た
4
。
そ
の
事
は
、「
飛
躍
」
が
両
文
学
論
の
鍵
語
で
あ
り
、
ま
た
中
河
自
身
が
両
者
を
架
橋
す
る
概
念
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
正
当
な
根
拠
を
持
つ
。
た
だ
し
、
共
通
す
る
鍵
語
の
存
在
は
、
中
河
の
形
式
主
義
論
の
〈
必
然
思
想
〉
と
し
て
の
性
格
を
覆
い
隠
し
、
思
考
の
不
連
続
性
へ
の
注
目
を
遅
延
さ
せ
て
き
た
。
だ
が
「
飛
躍
」
は
論
争
過
程
で
一
義
的
に
は
運
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
寧
ろ
概
念
変
更
の
必
要
性
が
生
じ
た
事
で
「
飛
躍
」
は
意
味
を
充
填
す
べ
き
空
虚
と
し
て
画
定
さ
れ
、
論
争
は
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
中
河
の
〈
必
然
思
想
か
ら
偶
然
思
想
へ
〉
と
い
う
思
考
の
転
換
を
媒
介
し
た
〈
新
科
学
的
〉
な
る
発
想
が
獲
得
さ
れ
た
経
路
を
析
出
す
る
。
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
中
河
の
「
浪
漫
主
義
」「
全
体
主
義
」
の
萌
芽
が
兆
し
た
瞬
間
を
問
う
こ
と
で
も
あ
る
。
分
析
の
範
囲
は
、
中
河
が
初
め
て
科
学
に
言
及
し
た
「
科
学
と
神
経
」（『
読
売
新
聞
』
大
正
一
三
﹇
一
九
二
四
﹈
・
四
・
三
〇
）
執
筆
の
頃
か
ら
〈
新
科
学
的
〉
な
る
発
想
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
る
形
式
主
義
論
争
終
了
直
後
ま
で
と
す
る
。
一
〈
文
学
／
科
学
〉
的
言
説
の
境
界
を
意
識
的
に
取
り
払
い
、
互
い
の
領
野
を
横
断
し
合
う
事
で
時
代
の
科
学
主
義
的
領
土
化
に
抗
う
よ
う
な
動
向
は
、
次
の
よ
う
な
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
た
大
正
中
期
頃
よ
り
顕
著
に
な
る
。
文
学
者
加
藤
一
夫
と
医
学
博
士
大
石
誠
之
助
の
甥
で
後
に
文
化
学
院
を
創
立
さ
せ
る
西
村
伊
作
と
が
創
刊
し
た
『
科
学
と
文
芸
』（
大
五
・
九
〜
大
七
・
七
）
は
、〈
科
学
／
文
学
〉
の
「
調
和
」
を
標
榜
し
た
最
初
の
雑
誌
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
言
説
編
成
の
一
端
を
象
徴
し
て
い
る
。
同
じ
頃
漱
石
門
下
の
文
学
者
中
村
古
峡
が
創
設
し
た
日
本
精
神
医
学
会
の
機
関
誌
『
変
態
心
理
』
が
創
刊
さ
れ
た
が
（
大
六
・
一
〇
〜
大
一
五
・
一
〇
）、
こ
ち
ら
は
寧
ろ
「
常
態
」
で
は
な
い
人
間
心
理
全
般
に
関
す
る
〈
科
学
〉
的
言
説
が
誌
面
の
大
部
分
を
占
め
る
も
、
大
正
九
年
に
設
置
さ
れ
た
「
文
芸
欄
」
で
は
「
科
学
と
芸
術
の
提
携
」（
大
九
・
一
）
な
ど
の
記
事
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
も
変
態
心
理
学
の
見
地
か
ら
谷
崎
潤
一
郎
・
菊
池
寛
ら
の
小
説
が
分
析
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、
大
正
一
〇
年
か
ら
は
文
学
者
で
後
に
「
変
態
十
二
史
」
シ
リ
ー
ズ
第
二
巻
『
変
態
作
家
史
』（
大
一
五
・
一
二
）、
第
四
巻
『
変
態
人
情
史
』（
大
一
五
・
九
）
を
執
筆
す
る
井
東
憲
が
、
変
態
心
理
記
者
と
し
て
〈
文
学
〉
を
様
々
に
論
じ
始
め
る
。
こ
の
よ
う
に
人
々
の
関
心
が〈
文
学
／
科
学
〉の
境
界
的
領
域
に
向
け
ら
れ
る
状
況
下
で
、
小
説
に
も
意
識
的
に
〈
科
学
〉
が
摂
取
さ
れ
て
い
く
が
、
山
本
芳
明
は
そ
れ
に
関
し
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
大
正
中
期
の
鈴
木
善
太
郎
や
芥
川
龍
之
介
の
小
説
に
は
「
ロ
ン
ブ
ロ
ー
ゾ
の
生
来
性
犯
罪
者
説
」
と
い
っ
た
〈
科
学
〉
的
言
説
が
導
入
さ
れ
る
が
、「
こ
う
し
た
文
学
と
科
学
と
の
流
通
と
相
互
関
係
こ
そ
、
や
が
て
来
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代
の
科
学
受
容
の
地
な
ら
し
に
な
」
っ
た
（「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
前
夜
、
文
学
と
科
学
が
出
会
う
と
き
―
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
の
試
み
」『
日
本
近
代
文
学
』
平
成
九
﹇
一
九
九
七
﹈
・
一
〇
）。
こ
の
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
の
範
疇
に
は
、
同
論
が
『
文
芸
時
代
』
や
、
横
光
利
一
の
「
機
械
」（『
改
造
』
昭
五
・
九
）、
川
端
康
成
「
水
晶
幻
想
」（『
改
造
』
昭
六
・
一
、
七
）
に
言
及
す
る
事
か
ら
、
同
誌
の
同
人
だ
っ
た
新
感
覚
派
の
文
学
者
の
動
向
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
同
誌
の
創
刊
に
参
加
し
た
中
河
も
、
新
感
覚
派
の
〈
科
学
〉
観
を
牽
引
し
た
一
人
だ
っ
た
。
文
学
者
と
し
て
の
活
動
の
最
初
期
、
中
河
は
小
説
「
悩
ま
し
き
妄
想
」（『
新
公
論
』
大
一
〇
・
六
）
を
発
表
、「
空
想
の
病
気
」
へ
の
感
染
恐
怖
を
抱
く
潔
癖
症
の
男
を
描
い
た
が
、
同
主
題
は
そ
の
後
何
度
か
形
象
化
さ
れ
た
（「
清
め
の
布
と
希
望
」『
新
公
論
』
大
一
三
・
九
、「
彼
の
憂
鬱
」『
新
潮
』
大
一
四
・
一
、「
女
禮
」『
文
芸
春
秋
』
昭
三
・
七
）。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
小
説
に
内
在
す
る
〈
科
学
〉
性
は
、「
私
は
消
毒
す
る
時
、
何
時
も
自
分
が
多
少
科
学
的
に
生
き
て
ゐ
る
こ
と
に
道
徳
を
感
じ
て
ゐ
た
」（「
女
禮
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
登
場
人
物
の
心
理
を
精
神
病
理
学
的
な
観
点
か
ら
克
明
に
描
い
た
事
に
だ
け
で
な
く
、「
消
毒
」
と
い
う
衛
生
思
想
に
貫
通
さ
れ
た
「
科
学
的
」
行
為
へ
の
陶
酔
と
い
う
自
意
識
の
方
に
こ
そ
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
更
に
こ
う
し
た
〈
科
学
〉
と
病
理
と
の
関
係
性
は
、
日
本
の
近
代
化
の
問
題
と
し
て
当
初
か
ら
認
識
さ
れ
て
も
い
た
。『
文
芸
時
代
』
創
刊
の
半
年
前
、
先
の
「
科
学
と
神
経
」
で
、「
科
学
だ
け
の
進
歩
」
を
欧
米
よ
り
も
遥
か
に
急
激
に
体
験
し
て
い
る
「
日
本
人
」
が
、
そ
の
「
進
歩
」
に
追
随
出
来
な
い
「
遅
れ
」
た
「
神
経
」
が
原
因
で
「
病
者
」
と
成
り
果
て
て
い
る
と
す
る
。
故
に
一
連
の
小
説
の
男
達
の
姿
は
、「
科
学
だ
け
の
進
歩
」の
犠
牲
者
の
そ
れ
で
あ
る
ば
か
り
か
、
「
科
学
だ
け
の
進
歩
」
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
病
理
を
「
科
学
的
」
行
為
に
よ
っ
て
治
癒
し
よ
う
と
す
る
倒
錯
的
な
「
日
本
人
」
の
そ
れ
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
「
科
学
と
神
経
」
は
、
形
式
主
義
論
争
中
の
前
掲
「
科
学
上
の
テ
ク
ニ
ツ
ク
と
形
式
主
義
」
で
言
及
さ
れ
る
他
、
短
篇
集
『
午
前
黒 田 俊太郎
―１９９―
の
殺
人
』（
新
潮
社
、
大
一
四
・
六
）、『
随
筆
集
左
手
神
聖
』（
第
一
書
房
、
昭
七
・
一
〇
）
に
再
録
さ
れ
る
よ
う
に
里
程
標
と
な
る
文
章
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、『
文
芸
時
代
』
創
刊
号
に
掲
載
マ
マ
さ
れ
た
「
新
ら
し
い
病
気
と
文
学
」
で
も
言
及
さ
れ
る
事
で
、
同
人
達
の
〈
文
学
／
科
学
〉
観
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
。
同
文
章
で
「
科
学
」
は
「
異
常
な
る
存
在
」
と
措
定
さ
れ
、「
新
ら
し
い
病
気
」
の
発
生
の
契
機
と
し
て
〈
新
し
い
科
学
〉
が
想
定
さ
れ
る
。〈
新
し
い
科
学
〉
は
「
人
間
神
経
」
を
疲
弊
さ
せ
、「
恐
怖
」
へ
と
人
間
を
追
い
込
む
が
、
未
知
の
「
恐
怖
」
の
追
跡
こ
そ
が
、「
新
ら
し
き
文
学
」
の
確
立
を
準
備
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
意
味
で
〈
新
し
い
科
学
〉
は
「
誘
惑
」
と
な
り
得
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
、〈
科
学
〉
に
よ
り
疲
弊
し
た
「
神
経
」
で
／
「
神
経
」
に
つ
い
て
書
く
事
を
重
視
す
る
立
場
は
、
大
正
中
期
よ
り
流
行
し
始
め
た
〈
文
学
〉
に
〈
科
学
〉
的
言
説
を
意
識
的
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
態
度
と
は
異
質
だ
。『
文
芸
時
代
』
同
人
達
を
「
新
感
覚
派
」
と
呼
称
し
た
嚆
矢
で
あ
る
千
葉
亀
雄
「
新
感
覚
派
の
誕
生
」（『
世
紀
』
大
一
三
・
一
一
）
は
、「
新
感
覚
」
の
根
拠
を
書
き
手
の
「
神
経
や
感
覚
の
み
が
、
異
常
に
病
的
に
敏
感
に
な
つ
て
居
る
と
こ
ろ
」
に
置
い
た
が
、「
新
時
代
は
既
に
来
て
ゐ
る
。
新
感
覚
派
だ
。
神
経
派
だ
。」（「
新
し
い
時
代
の
為
に
」『
文
芸
時
代
』
大
一
四
・
七
）
と
い
う
中
河
の
新
感
覚
派
理
解
も
、
そ
う
し
た
発
想
に
由
来
し
て
い
た
5
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
〈
科
学
〉
の
「
進
歩
」
と
い
う
外
的
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
人
間
の
内
面
へ
の
注
視
と
い
う
思
考
は
、『
文
芸
時
代
』
同
人
に
も
分
有
さ
れ
て
い
く
。
大
正
一
四
年
九
月
の
『
文
芸
時
代
』
は
〈
科
学
的
要
素
の
新
文
芸
に
於
け
る
地
位
〉
と
題
す
る
特
集
を
組
ん
だ
。
非
同
人
の
執
筆
者
が
い
ず
れ
も
〈
科
学
〉
的
知
識
、〈
機
械
〉
と
い
っ
た
新
奇
な
「
素
材
」
へ
の
注
目
に
終
始
し
た
一
方
、
同
人
の
横
光
「
客
体
へ
の
科
学
の
浸
蝕
」
や
加
宮
貴
一
「
科
学
の
浸
潤
」
は
、
供
に
「
主
観
」
の
変
容
に
注
視
す
る
新
感
覚
派
の
〈
科
学
〉
観
を
説
明
し
た
。
横
光
は
第
一
に
、「
客
体
」
の
「
物
理
」「
法
則
」
を
「
会
得
」
す
る
、
即
ち
「
真
理
の
安
全
な
面
貌
」
を
「
客
観
」
的
に
観
察
す
る
事
を
「
文
学
」
の
目
的
に
据
え
る
。
第
二
に
、
観
察
の
対
象
で
あ
る
「
客
体
」
が
時
代
の
進
展
と
供
に
「
科
学
そ
の
も
の
乃
至
は
科
学
的
な
現
象
」＝
「
人
工
」
へ
と
変
化
す
る
と
す
れ
ば
、「
わ
れ
わ
れ
の
時
代
の
主
観
」
が
「
人
工
」
的
な
も
の
に
「
美
」
を
見
出
す
「
新
感
覚
」
へ
と
変
質
す
る
事
は
不
可
避
で
あ
る
、
と
す
れ
ば
「
新
感
覚
派
の
命
題
」
は
「
客
観
」
的
に
観
察
し
た
「
客
体
」
を
「
人
工
」
的
に
再
構
成
す
る
事
と
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
こ
の
よ
う
な
〈
科
学
〉
の
「
主
観
」
へ
の
介
入
と
い
う
事
を
歴
史
的
な
問
題
と
し
て
積
極
的
に
受
容
す
る
と
い
う
言
説
構
造
は
、
中
河
の
そ
れ
と
通
底
す
る
。
同
様
に
「
科
学
の
主
観
的
浸
潤
は
、
近
代
人
の
神
経
を
益
々
敏
感
繊
細
精
確
に
す
る
」
と
し
た
加
宮
は
、「
中
河
與
一
氏
が
既
に
「
午
前
の
殺
人
」
の
序
「
科
学
と
神
経
」
の
項
に
於
て
力
説
し
て
ゐ
る
通
り
で
あ
る
。」
と
し
て
、
新
感
覚
派
の
〈
科
学
〉
を
巡
る
発
想
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
の
所
在
を
明
示
し
た
。
同
論
で
加
宮
は
続
け
て
「
科
学
と
神
経
」
を
積
極
的
に
意
訳
す
る
が
、
そ
の
仕
方
が
興
味
深
い
の
は
、「
科
学
」
に
よ
り
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
「
病
的
」
な
迄
に
正
確
無
比
の
「
神
経
」＝
「
新
感
覚
」
が
、
最
終
的
に
「
科
学
的
表
現
形
式
」
を
生
成
す
る
と
し
た
事
だ
。
こ
の
事
は
横
光
の
「
新
感
覚
派
の
命
題
」
と
も
重
な
る
が
、
事
実
中
河
は
先
の
「
新
ら
し
い
病
わ
ら
す
べ
気
と
文
学
」
で
も
「
仕
組
む
」
と
い
う
語
を
用
い
つ
つ
、「
文
学
」
を
「
楷
を
さ
え
誇
張
し
て
美
し
い
も
の
と
」
す
る
よ
う
な
「
写
実
以
上
に
作
者
の
希
望
的
な
理
想
を
孕
ん
だ
創
造
」
と
定
義
し
、
そ
の
後
も
「
吾
々
は
ど
ん
な
に
謙
遜
に
云
つ
て
も
一
つ
の
芸
術
上
の
形
式
を
発
見
し
た
事
だ
け
に
は
誇
り
を
感
じ
て
い
ゝ
」（「
こ
れ
か
ら
の
為
め
に
」『
文
芸
時
代
』
大
一
四
・
一
）
と
し
て
新
感
覚
派
の
意
義
を
〈
形
式
の
発
見
〉
と
定
位
し
て
い
た
。
即
ち
中
河
は
、〈
科
学
〉
に
よ
っ
て
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
「
神
経
」
で
全
対
象
を
〈
科
学
〉
的
に
観
察
し
、
そ
れ
を
〈
科
学
〉
的
に
「
誇
張
」
す
る
事
で
「
美
」
へ
と
変
換
す
る
事
を
「
芸
術
」
の
至
上
命
題
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
方
向
へ
「
芸
術
」
が
向
か
う
事
は
歴
史
的
必
然
だ
と
考
え
て
い
た
。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
思
考
が
体
系
的
纏
ま
り
を
持
た
な
か
っ
た
事
は
、
位
相
の
異
な
る
〈
科
学
〉
概
念
が
浮
遊
し
て
い
る
事
か
ら
も
明
ら
か
だ
が
、
言
う
迄
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
「
作
品
」
を
〈
科
学
〉
的
に
把
握
し
得
る
構
造
体
と
見
做
す
発
想
は
後
の
形
式
主
義
論
へ
と
継
受
さ
れ
て
い
く
。
二
ソ
連
初
代
教
育
人
民
委
員
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
イ
「
マ
ル
ク
ス
主
義
文
芸
批
評
の
任
務
に
関
す
る
テ
ー
ゼ
」（『
戦
旗
』
藏
原
惟
人
訳
、
昭
三
・
九
）
に
於
け
る
、「
内
容
」
が
「
形
式
」
に
優
先
さ
れ
る
と
の
テ
ー
ゼ
は
、
ナ
ッ
プ
（
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
）
内
部
の
所
謂
芸
術
大
衆
化
論
争
を
鎮
静
化
さ
せ
る
か
に
見
え
た
。
実
際
論
争
は
少
な
く
と
も
表
面
上
年
内
に
収
束
す
る
が
、
平
林
初
之
輔
の
「
形
式
の
新
奇
を
て
ら
つ
て
言
は
ゞ
形
式
が
内
容
に
先
走
り
す
る
こ
と
も
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」（「
文
芸
批
評
家
の
任
務
に
つ
い
て
」『
新
潮
』
昭
三
・
一
〇
）
と
の
発
言
は
、
そ
の
後
一
年
半
に
も
及
ぶ
形
式
主
義
論
争
の
新
た
な
火
種
と
な
る
。
こ
れ
を
新
感
覚
派
へ
の
挑
発
と
解
し
た
横
光
・
中
河
は
翌
月
、
一
斉
に
反
論
を
開
始
す
る
（
順
に
「
文
芸
時
評
」『
文
芸
春
秋
』、「
一
人
一
語
形
式
第
一
主
義
」『
創
作
時
代
』）。
論
争
の
焦
点
は
「
形
式
が
内
容
を
決
定
す
る
か
、
内
容
が
形
式
を
決
定
す
る
か
」（
三
好
行
雄
「
形
式
主
義
文
学
論
争
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
昭
三
六
・
七
）
に
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
再
度
検
メカニズムからの飛躍 ――中河與一の〈新科学的〉という発想について
―２００―
証
す
る
意
味
は
な
い
。
実
際
そ
の
後
の
文
学
史
記
述
は
「
反
論
理
を
弄
し
て
い
る
」（
臼
井
吉
見
『
近
代
文
学
論
争
上
』
筑
摩
書
房
、
昭
三
一
・
一
〇
）
な
ど
と
一
蹴
し
て
来
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
変
え
た
の
は
小
森
陽
一「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
の
時
空
―
相
対
性
理
論
と
文
学
―
」（『
構
造
と
し
て
の
語
り
』
新
曜
社
、
昭
六
三
・
四
）
だ
っ
た
。
小
森
は
、
横
光
や
中
河
が
昭
和
四
年
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
る
統
一
場
理
論
を
正
確
に
理
解
し
、
そ
れ
を
「
理
論
的
基
盤
」
と
し
て
論
争
す
る
中
で
新
た
な
「
言
語
表
現
の
あ
り
方
」
を
模
索
し
た
と
し
た
の
だ
。
こ
れ
に
対
し
山
本
亮
介
は
「「
絶
好
の
理
論
的
基
盤
」
に
す
る
の
み
で
」「「
世
界
認
識
の
方
法
を
巡
る
大
き
な
転
換
」
を
実
質
的
な
問
題
と
し
て
議
論
し
な
か
っ
た
（
し
得
な
か
っ
た
）」（「
横
光
利
一
と
自
然
科
学
―
「
形
式
主
義
文
学
論
争
」
前
後
を
中
心
に
―
」『
文
芸
と
批
評
』
平
一
一
・
五
）
と
異
論
を
提
出
す
る
の
だ
が
、
山
本
が
横
光
・
中
河
の
差
異
に
目
を
向
け
た
事
で
、
形
式
主
義
論
を
〈
科
学
〉
の
観
点
か
ら
再
検
討
す
る
事
の
重
要
性
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。
形
式
主
義
論
争
は
二
度
に
亘
る
横
光
・
中
河
間
の
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
概
念
を
巡
っ
て
行
わ
れ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
争
を
入
れ
子
式
に
内
蔵
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
論
争
過
程
で
起
こ
っ
た
中
河
の
認
識
上
の
転
換
を
跡
付
け
た
い
。
先
ず
は
、「
飛
躍
」
の
文
字
も
見
ら
れ
る
、
次
の
「
形
式
主
義
理
論
の
発
展
」（『
文
芸
春
秋
』
昭
四
・
二
）
を
見
て
み
よ
う
。
形
式
と
はFO
R
M
で
あ
る
。（
様
式
で
は
な
い
）
形
を
持
つ
た
も
の
で
あ
る
。
物
質
で
あ
る
。
存
在
で
あ
る
。
経
過
を
持
つ
た
頂
点
で
あ
る
。
機
構
で
あ
る
。
人
間
の
附
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
／
形
式
と
は
能
力
で
あ
る
。
飛
躍
で
あ
る
。
飛
躍
で
あ
る
が
故
に
新
鮮
で
あ
る
。
創
造
で
あ
る
。
緊
密
さ
で
あ
る
。
ア
プ
リ
オ
リ
で
は
な
い
。
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
最
も
能
率
的
な
美
で
あ
る
。（
中
略
）
吾
々
が
不
合
理
な
こ
と
に
疑
問
を
起
す
の
は
、
そ
し
て
科
学
が
出
発
す
る
の
は
、
又
飛
行
機
を
発
明
し
や
う
と
欲
望
す
る
の
は
―
有
用
性
の
為
め
で
は
な
い
。
何
れ
そ
れ
は
有
用
性
に
一
致
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
未
知
の
世
界
に
対
す
る
大
き
い
欲
望
で
あ
る
。
飛
躍
で
あ
る
／
そ
し
て
形
式
が
付
与
さ
れ
た
時
、
そ
れ
は
或
ひ
は
天
高
く
、
地
上
の
匂
ひ
を
つ
け
て
飛
翔
し
だ
す
の
で
あ
る
。（
注
、
太
字
は
原
文
の
マ
マ
。）
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
語
は
こ
れ
以
前
の
論
争
過
程
で
誰
に
も
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、「
形
式
」
乃
至
そ
れ
を
重
視
す
る
「
形
式
主
義
」
と
同
義
で
あ
り
、
正
確
に
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
一
つ
の
補
助
線
と
し
て
美
術
界
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
参
照
し
た
い
。
五
十
殿
利
治
『
日
本
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
〈
マ
ヴ
ォ
〉
と
そ
の
時
代
』（
青
土
社
、
平
一
三
・
八
）
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
歯
科
医
師
中
原
実
が
大
正
一
三
年
一
一
月
の
首
都
美
術
展
に
「
先
端
的
な
科
学
認
識
」
を
題
材
と
す
る
《
ア
ト
ミ
ッ
ク
》
連
作
を
発
表
す
る
が
、
こ
れ
が
日
本
で
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
提
唱
の
嚆
矢
だ
っ
た
。
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
そ
の
後
も
大
正
新
興
美
術
運
動
に
於
い
て
一
定
の
「
水
脈
」
を
保
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
中
河
が
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
言
及
し
た
昭
和
四
年
は
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
大
き
く
盛
り
上
が
り
、「「
尖
端
」
の
美
学
と
し
て
抽
出
さ
れ
」
た
分
水
嶺
と
な
る
年
だ
っ
た
。
む
ろ
ん
そ
の
よ
う
な
美
術
界
に
於
け
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
運
動
の
高
ま
り
に
中
河
の
「
形
式
主
義
理
論
の
発
展
」
は
先
行
し
て
お
り
、
か
つ
そ
う
し
た
運
動
の
高
ま
り
に
中
河
は
逆
行
し
て
行
く
よ
う
に
も
見
え
る
の
だ
が
、
と
も
か
く
概
観
し
て
お
こ
う
。
昭
和
四
年
五
月
号
を
〈
新
形
態
美
断
面
号
〉
と
し
た
雑
誌
『
ア
ト
リ
エ
』
は
、
自
動
車
、
飛
行
機
等
々
の
〈
機
械
〉
の
図
版
を
多
数
挿
入
す
る
と
い
う
誌
面
構
成
が
と
ら
れ
、
仲
田
定
之
助
・
村
山
知
義
・
神
原
泰
・
森
口
多
里
・
中
原
実
・
濱
田
増
治
・
金
丸
重
嶺
・
今
井
兼
次
ら
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
源
流
を
生
み
出
し
た
と
い
え
る
作
家
た
ち
」（
五
十
殿
前
掲
書
）
が
寄
稿
し
た
。
当
然
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
に
差
異
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
新
形
態
美
」
と
は
〈
機
械
美
〉
と
換
言
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
機
械
文
明
と
現
代
美
術
」（『
思
想
』
昭
四
・
四
）
に
始
ま
り
『
機
械
と
芸
術
と
の
交
流
』（
岩
波
書
店
、
昭
四
・
一
二
）
に
纏
め
ら
れ
る
板
垣
鷹
穂
の
一
連
の
機
械
芸
術
論
も
ま
た
、〈
機
械
美
〉
の
発
見
の
動
き
と
し
て
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
言
え
る
だ
ろ
う
6
。
と
こ
ろ
で
『
文
芸
時
代
』
の
表
紙
絵
は
、
前
衛
画
家
グ
ル
ー
プ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
所
属
の
山
本
行
雄
・
中
川
紀
之
・
吉
田
謙
吉
、
前
衛
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
・
マ
ヴ
ォ
を
結
成
し
た
村
山
知
義
が
担
当
し
て
お
り
、
彼
ら
は
『
文
芸
時
代
』
に
論
文
も
寄
稿
し
て
い
る
。
画
家
を
目
指
し
大
正
七
年
に
上
京
、
本
郷
美
術
研
究
所
に
通
っ
た
中
河
が
、
一
つ
の
「
水
脈
」
を
保
っ
て
い
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
い
う
前
衛
芸
術
運
動
に
敏
感
に
反
応
し
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
五
十
殿
が
「
典
型
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
絵
画
」
と
評
す
る
昭
和
四
年
九
月
の
二
科
展
に
出
品
さ
れ
た
古
賀
春
江
（
ア
ク
シ
ョ
ン
所
属
）
の
作
品
《
海
》
に
は
、「
図
解
さ
れ
た
潜
水
艦
と
機
械
、
工
場
、
飛
行
機
、
ブ
イ
、
灯
台
な
ど
が
付
置
さ
れ
て
」
い
た
が
、
こ
の
時
期
の
中
河
の
小
説
に
も
、
飛
行
機
を
始
め
と
す
る
多
く
の
〈
機
械
〉
が
登
場
す
る
。
福
田
清
人
が
「
作
者
の
当
時
の
姿
勢
を
示
し
て
ゐ
る
」（「
解
説
」『
中
河
與
一
全
集
第
二
巻
』
角
川
書
店
、
昭
四
二
・
七
）と
い
う
よ
う
に
形
式
主
義
論
の
寓
話
と
し
て
の
性
格
が
強
い
小
説「
バ
ル
ト
海
の
滑
走
場
」
（『
若
草
』
昭
四
・
五
）
は
そ
の
典
型
だ
。
バ
ル
ト
海
を
航
行
す
る
豪
華
客
船
ゼ
・
エ
ツ
チ
・
ラ
ン
ス
マ
ン
号
の
雄
姿
と
共
に
、「
テ
リ
グ
ラ
フ
を
ス
ロ
ー
に
入
れ
て
か
ら
ス
ト
ッ
プ
を
廻
し
た
」
な
ど
の
機
械
操
作
の
描
写
が
続
く
。
寒
気
で
バ
ル
ト
海
が
凍
る
と
、
飛
行
機
が
爆
音
を
響
か
せ
飛
来
し
、
食
料
と
ス
ケ
ー
ト
靴
を
置
い
て
再
び
飛
翔
し
て
い
く
。
そ
こ
に
は
〈
機
械
〉
の
保
有
す
る
形
態
美
へ
の
陶
酔
と
見
紛
う
描
写
の
連
続
が
あ
る
の
だ
が
、
中
河
ら
の
〈
科
学
〉
へ
の
関
心
は
〈
機
械
〉
と
い
う
新
奇
な
「
素
材
」
へ
の
注
目
と
い
う
次
元
を
通
過
し
て
い
た
は
ず
黒 田 俊太郎
―２０１―
だ
。中
河
の
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
は
、「
人
間
」
が
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
に
「
附
与
」
す
る
も
の
で
あ
り
、「
形
式
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
小
説
の
「
作
者
」
が
「
素
材
」
に
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
「
附
与
」
す
る
の
は
、「
不
合
理
な
こ
と
」
に
「
疑
問
を
起
す
」
か
ら
だ
。
そ
れ
は
飛
行
機
の
開
発
者
が
、
メ
タ
リ
ッ
ク
な
「
素
材
」
を
「
飛
翔
」
さ
せ
る
為
に
「
不
合
理
」
の
駆
逐
と
い
う
作
業
を
繰
り
返
し
た
事
に
類
比
さ
れ
る
。故
に
中
河
の
考
え
る
飛
行
機
が
保
有
す
る〈
機
械
美
〉
＝
「
能
率
的
な
美
」
と
は
、
第
一
義
的
に
は
、
可
視
的
形
態
に
は
内
在
せ
ず
、「
飛
翔
」
の
為
に
「
合
理
」
が
追
求
さ
れ
た
、
開
発
と
い
う
行
為
段
階
の
「
能
率
的
」
な
時
間
「
経
過
」
の
内
に
存
す
る
不
可
視
の
も
の
だ
。
む
ろ
ん
「
形
式
」
が
「
物
質
」
で
あ
る
以
上
、
可
視
的
形
態
を
無
視
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
飽
く
迄
も
二
義
的
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
点
、
小
説
と
い
う
芸
術
形
式
は
、
そ
う
し
た
「
素
材
」
に
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
「
附
与
」
す
る
過
程
を
、
読
者
に
可
視
的
な
も
の
と
し
て
露
出
さ
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
小
説
と
飛
行
機
と
は
異
質
な
の
だ
が
、「
飛
翔
」
す
る
飛
行
機
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
素
材
」
が
芸
術
へ
と
「
飛
躍
」
す
る
と
い
う
現
象
と
や
は
り
親
和
的
だ
っ
た
。
三
で
は
、
中
河
の
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
発
想
は
如
何
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
か
。
中
河
が
初
め
て
〈
機
械
〉
に
言
及
す
る
の
は
前
掲
「
科
学
と
神
経
」
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
中
原
実
に
よ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
提
唱
に
も
先
行
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
と
も
異
な
る
経
路
が
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。〈
機
械
美
〉
の
発
見
と
い
う
事
に
関
連
し
先
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
未
来
派
だ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
「
未
来
派
宣
言
」（『
フ
ィ
ガ
ロ
』
一
九
〇
九
・
二
・
二
〇
）
は
そ
の
発
表
の
三
ヶ
月
後
に
は
、「
椋
鳥
通
信
」（『
昴
』
明
治
四
二
・
三
）
に
無
名
氏
（
森
鷗
外
）
の
翻
訳
（「
未
来
主
義
の
宣
言
十
一
箇
條
」）
で
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
。「
吾
等
は
世
界
に
一
の
美
な
る
も
の
の
加
は
り
た
る
こ
と
を
主
張
す
。
而
し
て
そ
の
美
な
る
も
の
の
速
の
美
な
る
こ
と
を
主
張
す
」
と
し
て
、
自
動
車
や
飛
行
機
と
い
っ
た
〈
機
械
の
速
度
〉
の
「Sam
othrake
の
勝
利
女
神
（
注
、
ニ
ケ
）
よ
り
美
」
な
る
事
が
宣
言
さ
れ
る
。
日
本
で
の
本
格
的
な
動
き
は
第
一
回
未
来
派
美
術
協
会
展
開
催
（
大
九
）
以
降
だ
。
中
河
の
未
来
派
へ
の
言
及
は
「
或
る
感
覚
」
（『
文
芸
春
秋
』
大
一
二
・
三
）
に
見
え
る
が
、
未
来
派
を
「
獣
的
」
と
す
る
表
層
的
理
解
に
留
ま
っ
た
。
そ
の
後
「
科
学
と
神
経
」
で
明
確
に
未
来
派
が
意
識
さ
れ
る
が
、「
我
々
は
機
械
の
中
に
美
を
見
つ
け
る
こ
と
を
ま
だ
知
つ
て
ゐ
な
い
」
と
し
た
よ
う
に
、「
日
本
人
」
の
「
遅
れ
」
た
「
神
経
」
で
は
未
だ
知
覚
し
得
ぬ
も
の
と
し
て
〈
機
械
美
〉
は
引
用
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
「
機
械
」
は
「
神
経
」
を
疲
弊
さ
せ
る
「
科
学
」
を
代
表
す
る
と
い
う
位
相
に
於
い
て
歓
迎
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
以
後
先
述
の
「
新
ら
し
い
病
気
と
文
学
」
を
除
き
〈
機
械
〉
を
含
む
〈
科
学
〉へ
の
言
及
は
な
い
事
か
ら
、
中
河
に
於
い
て
、
形
式
主
義
が
成
立
し
て
行
く
の
と〈
機
械
〉
の
「FO
R
M
」
に
〈
美
〉
が
発
見
さ
れ
て
行
く
の
と
は
時
間
的
に
は
重
な
る
。
フ
ォ
ル
ム
こ
れ
と
同
じ
頃
、
未
来
派
の
芸
術
観
を
相
対
化
し
な
が
ら
「
形
式
」
へ
の
執
着
と
「
機
械
に
対
す
る
熱
愛
」（『
構
成
派
研
究
』
中
央
美
術
社
、
大
一
五
・
二
）
と
を
表
明
し
た
村
山
知
義
の
思
考
は
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。『
文
芸
時
代
』
創
刊
の
前
年
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
た
村
山
は
意
識
的
構
成
主
義
を
提
唱
し
、日
本
の
新
興
美
術
界
に「
ま
た
た
く
間
に
浸
透
し
た
」
（
滝
沢
恭
司
「
日
本
の
構
成
主
義
と
マ
ヴ
ォ
」『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
都
市
文
化
第
29
巻
構
成
主
義
と
マ
ヴ
ォ
』
ゆ
ま
に
書
房
、
平
一
九
・
六
）
と
い
う
。
こ
こ
で
は
『
構
成
派
研
究
』
に
至
る
迄
の
村
山
の
〈
機
械
〉
に
関
す
る
思
考
を
跡
付
け
た
い
。
村
山
が
初
め
て
〈
機
械
〉
へ
の
関
心
を
表
明
し
た
「
機
械
的
要
素
の
芸
術
へ
の
導
入
」（『
み
づ
ゑ
』
大
一
三
・
一
）
は
、「
機
フ
ォ
ル
ム
械
的
要
素
」＝
「
形
式
の
持
つ
て
ゐ
る
魅
力
」
が
導
入
さ
れ
た
史
的
見
取
図
を
示
し
た
7
。
続
く
「
構
成
派
批
判
」（『
み
づ
ゑ
』
大
一
三
・
七
、
九
）
は
単
な
る
史
的
分
類
か
ら
前
進
し
、「
機
フ
ォ
ル
ム
械
」
の
所
有
す
る
「
形
」
を
導
入
す
る
事
の
具
体
的
な
効
果
、
即
ち
「
抑
圧
」
さ
れ
て
い
た
「
芸
術
家
の
自
己
拡
張
の
意
志
、
力
の
意
欲
」
を
「
力
と
速
度
」
と
の
あ
る
芸
術
へ
と
昇
華
さ
フ
ォ
ル
ム
せ
る
事
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
う
し
た
効
果
を
持
つ
の
は
「
世
界
に
知
ら
れ
た
形
」＝
「
構
図
」
フ
ォ
ル
ム
で
は
な
く
「
新
し
き
形
」＝
「
構
成
」
だ
と
し
、
更
に
タ
ト
リ
ン
《
第
三
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
記
念
塔
》（
一
九
二
一
）
の
紹
介
記
事
を
引
用
す
る
事
で
、「
構
成
」
を
「
数
学
的
精
密
さ
と
構
造
上
の
論
理
に
よ
っ
て
「
綜
合
的
に
結
合
さ
れ
た
」「
材
料
を
利
用
」
し
た
物
（
作
品
）
と
定
義
す
る
。
こ
う
し
た
〈
構
図
か
ら
構
成
へ
〉
と
い
う
〈
新
し
い
形
式
〉
の
希
求
と
「
作
品
」
を
〈
機
械
〉
の
よ
う
な
構
造
体
に
擬
し
て
い
く
仕
方
と
に
立
脚
し
た
、
村
山
の
実
践
的
芸
術
理
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
論
を
〈
形
式
主
義
〉
と
名
付
け
れ
ば
、
中
河
の
形
式
主
義
も
そ
の
範
疇
に
収
ま
る
。
故
に
佐
藤
千
登
勢
の
「（
注
、
ロ
シ
ア
）
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
芸
術
理
念
に
対
す
る
無
理
解
を
（
注
、
中
河
が
）
自
覚
」（「
形
式
主
義
と
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
―
横
光
利
一
と
中
河
与
一
に
み
る
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
イ
の
摂
取
」『
比
較
文
学
年
誌
』
平
一
一
・
三
）
し
て
い
な
い
と
の
指
摘
は
正
し
い
も
の
の
、
中
河
に
は
そ
も
そ
も
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
イ
を
精
密
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
見
ら
れ
な
い
8
。
寧
ろ
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
自
体
が
〈
科
学
〉
を
代
表
し
た
〈
機
械
〉
と
い
う
表
象
を
フ
ォ
ル
ム
召
喚
す
る
複
数
の
〈
形
式
〉
の
問
題
が
こ
の
時
期
の
欧
州
を
中
心
と
す
る
芸
術
界
を
覆
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
言
説
編
成
の
圏
域
に
中
河
ら
を
配
置
す
る
よ
う
な
情
報
伝
達
の
高
速
度
化
を
、
メカニズムからの飛躍 ――中河與一の〈新科学的〉という発想について
―２０２―
他
な
ら
ぬ
〈
機
械
文
明
〉
が
可
能
に
し
て
い
た
と
い
う
事
態
だ
ろ
う
。
日
本
で
の
形
式
主
義
論
争
が
上
手
く
咬
合
す
る
事
な
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
の
様
相
を
呈
し
た
の
も
、〈
形
式
〉
の
問
題
の
多
義
性
へ
の
自
覚
の
欠
如
が
一
因
だ
っ
た
が
、
逆
に
村
山
の
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
芸
連
盟
参
加
（
大
一
四
・
一
二
）
に
象
徴
さ
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
転
換
は
、
彼
の
理
論
に
変
更
を
迫
っ
た
。『
構
成
派
研
究
』
で
「
機
械
」
は
「
生
産
過
剰
の
理
想
社
会
」
を
齎
す
が
故
に
賞
賛
さ
れ
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
芸
術
家
に
よ
る
「
機
械
讃
美
の
状
態
」
は
「
無
目
的
」「
個
人
主
義
的
」
と
し
て
排
さ
れ
る
。
更
に
ア
ル
ト
マ
ン
が
「
社
会
的
に
有
用
な
フ
オ
ル
ム
の
創
造
」
を
芸
術
の
主
眼
と
し
た
事
を
踏
ま
え
、「
民
衆
」
に
供
さ
れ
る
「
作
品
」
は
、「
実
フ
ォ
ル
ム
際
的
効
用
の
あ
る
機
械
」
の
「
形
」
で
「
構
成
」
さ
れ
、
か
つ
そ
れ
自
体
と
し
て
「
民
衆
」
の
「
食
べ
物
、
飲
み
物
」
と
な
る
よ
う
な
〈
有
用
性
〉
が
要
求
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
芸
術
大
衆
化
論
争
時
の
ナ
ッ
プ
内
部
の
争
点
と
も
な
る
が
、
中
河
「
形
式
主
義
理
論
の
発
展
」
が
「
能
率
的
」
／
「
有
用
性
」
を
峻
別
し
「
有
用
性
」
を
芸
術
の
必
須
条
件
と
し
な
か
っ
た
事
と
対
蹠
的
だ
。
だ
が
先
述
し
た
よ
う
に
中
河
の
形
式
主
義
は
村
山
の
〈
形
式
主
義
〉
に
近
似
的
な
構
造
を
有
し
て
お
り
、
そ
こ
で
理
想
と
さ
れ
た
小
説
と
は
〈
読
む
為
の
機
械
〉
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
だ
っ
た
9
。
中
河
が
論
争
の
全
過
程
で
主
張
し
続
け
る
次
の
「
動
的
発
展
性
の
図
式
」
（
図
1
。
引
用
は
前
掲
書
『
フ
オ
ル
マ
リ
ズ
ム
芸
術
論
』
よ
り
行
っ
た
。）
は
、
小
説
が
保
有
す
べ
き
最
も
基
本
的
な
〈
機
械
〉
的
構
造
を
図
示
し
た
も
の
だ
。
（
図
1
）（
第
一
段
の
形
式
活
動
）
素
材
＋
形
⎛
⎝
式
↓
内
容
（
第
二
段
の
形
式
活
動
）
素
材
＋
形
⎛
⎝
式
↓
内
容
（
第
三
段
の
形
式
活
動
）
素
材
＋
形
式
↓
内
容
こ
の
発
想
は
「
形
式
主
義
の
理
論
は
動
的
で
あ
る
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
昭
四
・
一
・
二
三
、
二
四
、
二
五
）
で
初
め
て
示
さ
れ
た
が
、
そ
こ
で
は
「
都
市
」
が
例
に
挙
げ
ら
れ
た
。
即
ち
「
石
材
」
に
「
形
式
」
を
付
与
す
る
と
「
飛
躍
」
し
「
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」
と
い
う
「
内
容
」
が
生
じ
る
。
ま
た
「
都
市
計
画
」
と
い
う
「
形
式
」
の
付
与
に
よ
り
「
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
」
と
い
う
「
素
材
」
は
「
飛
躍
」
し
て
「
都
市
」
と
な
る
。
一
般
的
に
一
対
の
固
定
的
関
係
性
で
捉
え
ら
れ
る
〈
形
式
／
内
容
〉
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
「
飛
躍
」
の
「
無
限
の
発
展
」
と
把
握
さ
れ
、「
生
活
」
と
は
こ
う
し
た
因
果
律
的
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
立
脚
し
た
「
形
式
活
動
」
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
芸
術
的
行
為
が
「
生
活
」
を
「
素
材
」
に
新
し
い
「
高
度
な
形
式
」
を
付
与
す
る
事
で
あ
れ
ば
、「
作
品
」
に
は
必
然
的
に
厳
密
な
プ
ロ
ッ
ト
（
因
果
関
係
）
が
要
求
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
再
び
「
バ
ル
ト
海
の
滑
走
場
」
を
参
照
し
た
い
。
凍
り
つ
い
た
海
は
「
停
止
と
い
ふ
形
式
を
こ
の
航
海
に
附
与
」
し
、
ま
た
乗
客
を
遭
難
者
に
変
え
、
暇
を
持
て
余
し
た
彼
ら
を
「
エ
ロ
テ
イ
ツ
ク
」
な
「
空
想
」
へ
と
導
く
。
一
方
、
氷
と
い
う
「
形
式
」
を
与
え
ら
れ
た
海
は
飛
行
機
の
飛
来
に
よ
り
滑
走
場
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
ス
ケ
ー
ト
靴
は
乗
客
を
遭
難
者
か
ら
「
華
や
か
な
服
装
の
ス
ケ
ー
タ
ー
」
へ
と
変
え
、
彼
等
の
頭
か
ら
「
エ
ロ
テ
イ
ツ
ク
」
を
振
り
払
う
。「
バ
ル
ト
海
が
ス
ケ
ー
ト
場
に
」
と
い
う
突
飛
な
出
来
事
の
実
現
に
向
け
て
、
明
確
な
因
果
関
係
を
持
っ
た
複
数
の
出
来
事
が
継
起
順
に
語
ら
れ
る
事
で
、
極
め
て
〈
機
械
〉
的
印
象
を
与
え
る
、
い
わ
ば
基
本
躯
体
の
露
出
し
た
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん
中
河
の
小
説
が
常
に
こ
れ
程
直
截
的
な
構
造
を
持
つ
訳
で
は
な
い
。
福
田
の
先
の
感
想
も
、「
動
的
発
展
性
の
図
式
」
を
引
き
写
し
た
か
の
よ
う
な
戯
画
的
語
り
の
特
殊
性
へ
の
注
目
に
由
来
し
た
だ
ろ
う
。
だ
が
、
中
河
は
小
説
に
「
飛
躍
」
を
求
め
、
そ
の
為
に
逸
脱
や
「
不
合
理
」
で
は
な
く
、「
合
理
」＝
因
果
律
的
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
要
求
し
、〈
機
械
〉
的
で
あ
る
事
を
常
に
求
め
た
。
と
こ
ろ
で
、「
バ
ル
ト
海
の
滑
走
場
」
に
於
け
る
次
の
男
女
の
会
話
は
、
中
河
の
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
発
想
の
も
う
一
つ
の
典
拠
を
示
唆
す
る
。「
何
処
へ
行
つ
て
も
形
式
論
で
す
の
ね
、
此
頃
は
。
け
ど
バ
ル
ト
海
の
上
ま
で
聞
か
う
と
は
思
ひ
が
け
な
か
つ
た
わ
。
／
今
に
ロ
シ
ア
へ
も
這
入
つ
て
ゆ
き
ま
す
よ
。
船
が
動
き
出
し
た
ら
」。
こ
れ
は
形
式
主
義
論
の
本
場
ソ
連
に
中
河
の
そ
れ
が
間
も
な
く
到
達
す
る
事
が
、
バ
ル
ト
海
と
ソ
連
と
の
地
理
的
近
接
性
に
よ
り
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
中
河
の
形
式
主
義
論
は
ロ
シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
を
思
想
的
台
座
と
し
て
い
な
い
。
だ
が
マ
ル
ク
ス
主
義
文
学
者
と
対
峙
し
た
こ
の
論
争
に
於
い
て
、
中
河
ら
は
し
ば
し
ば
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
を
援
用
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
思
想
の
〈
輸
出
／
入
〉
の
構
図
が
小
説
に
於
け
る
ソ
連
へ
の
船
の
入
港
の
構
図
に
符
号
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
他
な
ら
ぬ
「
飛
躍
」
も
ま
た
次
の
プ
レ
ハ
ノ
フ
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
根
本
問
題
』
の
一
節
か
ら
の
引
用
で
あ
る
事
を
前
掲
「
形
式
主
義
に
関
す
る
諸
問
題
」
で
明
か
し
て
い
る
。「
弁
証
法
は
飛
躍
が
思
想
に
於
て
も
、
自
然
に
於
て
も
、
又
歴
史
に
於
て
も
等
し
く
避
け
が
た
い
も
の
で
あ
る
事
を
知
つ
て
ゐ
る
」
10
。
こ
れ
は
実
は
ヘ
ー
ゲ
ル『
論
理
学
』の
一
節
だ
が
、
プ
レ
ハ
ノ
フ
は
こ
れ
を
受
け
、
自
然
・
社
会
科
学
の
発
展
を
絶
え
間
な
い
量
的
変
化
の
後
に
起
こ
る
質
的
変
化
（
飛
躍
）
に
依
る
と
し
、
階
級
社
会
に
於
け
る
「
飛
躍
」＝
〈
革
命
〉
の
「
悲
惨
な
る
必
然
性
」
を
肯
定
し
た
。
中
河
が
形
式
主
義
の
一
つ
の
根
拠
を
対
立
す
る
陣
営
の
マ
ル
ク
ス
主
義
科
学
に
置
い
た
の
は
、
自
身
の
主
張
を
通
し
易
く
す
る
と
い
う
目
先
の
動
機
に
拠
る
の
で
は
な
く
、
日
常
の
「
生
活
」
黒 田 俊太郎
―２０３―
に
「
飛
躍
」
が
潜
在
し
て
い
る
事
を
実
証
し
た
そ
の
〈
科
学
〉
性
へ
の
信
頼
に
よ
っ
た
。
中
河
「
形
式
主
義
理
論
の
発
展
」
の
主
眼
は
、
実
は
「
大
衆
文
芸
が
何
故
に
今
日
の
盛
大
を
致
し
た
か
」
と
い
う
命
題
に
答
え
る
事
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
生
活
」
を
写
す
だ
け
の
「
身
辺
雑
記
」
に
陥
っ
た
「
純
粋
文
芸
」
に
欠
落
し
た
「
筋
」＝
構
造
を
持
っ
て
い
る
事
に
帰
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
〈
大
衆
／
純
粋
文
芸
〉
は
「
有
用
性
」（「
面
白
い
」）
を
必
須
条
件
と
す
る
か
で
分
割
さ
れ
る
が
、「
純
粋
文
芸
」
は
「
有
用
性
」
を
要
求
さ
れ
な
い
代
わ
り
に
「
生
活
」
に
潜
む
「
飛
躍
」
を
写
す
義
務
を
課
せ
ら
れ
、
そ
の
「
飛
躍
」
は
「
緊
密
」
な
「
必
然
」
性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
筋
」
に
内
蔵
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
中
河
が
「
形
式
主
義
理
論
の
発
展
」
で
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
に
言
及
し
た
翌
月
、
横
光
は
「
形
式
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」（『
創
作
月
刊
』
昭
四
・
三
）
を
発
表
す
る
。
中
河
に
触
発
さ
れ
た
同
文
章
に
は
、
よ
り
精
緻
な
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
概
念
構
築
の
為
、〈
科
学
〉
知
識
が
科
学
書
か
ら
直
接
的
に
引
用
さ
れ
た
（
典
拠
は
片
山
正
夫
『
化
学
本
論
』
内
田
老
鶴
圃
、
大
四
・
二
。
同
書
は
宮
澤
賢
治
の
机
上
に
常
に
置
か
れ
て
い
た
事
で
も
知
ら
れ
る
）。
同
論
は
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
起
原
を
ボ
ル
ツ
マ
ン
創
設
の
「
最
も
進
歩
し
た
思
想
」＝
原
子
論
説
と
す
る
が
、
仮
説
に
過
ぎ
な
い
「
電
子
原
子
」
を
理
論
の
根
幹
と
す
る
原
子
論
説
に
不
満
を
抱
き
、
実
際
に
測
定
さ
れ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
注
目
し
た
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
ら
「
勢
学
力
」（
以
下
、
勢
力
学
）
の
一
派
が
新
た
に
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
牽
引
し
た
と
す
る
。
こ
の
一
派
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
「
形
式
」
運
動
の
結
果
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
「
形
式
」
を
重
視
し
た
と
い
い
、
こ
の
勢
力
学
の
文
学
へ
の
現
れ
を
「
形
式
主
義
」
と
位
置
付
け
た
。「
電
子
原
子
」
に
当
る
の
は
「
文
字
」
で
あ
り
、「
文
字
」
と
い
う
「
形
式
」
か
ら
放
射
さ
れ
た
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
が
「
読
者
」
の
「
頭
脳
」
で
変
化
を
来
し
た
結
果
が
「
内
容
」
で
あ
る
。
横
光
は
「
読
者
」
に
「
よ
り
良
き
内
容
」
を
伝
え
る
事
を
重
視
す
る
故
、
自
身
の
立
場
を「
内
容
主
義
」と
表
象
す
る
事
も
厭
わ
な
い
が
、
作
者
が
出
来
る
事
は
、「
よ
り
良
き
内
容
」
が
「
読
者
」
に
伝
達
さ
れ
る
「
形
式
」
を
創
出
す
る
事
だ
け
だ
と
す
れ
ば
、
標
榜
す
べ
き
は
「
形
式
主
義
」
だ
と
い
う
。
と
こ
ろ
で
、
同
論
発
表
の
月
に
発
表
さ
れ
た
石
原
純
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
新
学
説
に
就
い
て
」（『
改
造
』）
は
、
論
争
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
て
行
く
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
特
殊
・
一
般
相
対
性
理
論
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
質
量
と
を
統
一
（E
=
m
c
2
）
し
た
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
来
日
（
大
一
一
）
を
契
機
に
、
日
本
で
も
「
相
対
論
ブ
ー
ム
」（
金
子
務
『
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
』
河
出
書
房
新
社
、
昭
五
六
・
七
）
が
起
こ
っ
た
が
、
新
学
説
は
重
力
と
電
磁
気
力
と
を
統
一
す
る
と
し
た
統
一
場
理
論
の
構
想
だ
っ
た
。こ
れ
を
受
け
横
光
は
直
ち
に「
わ
れ


の
形
式
主
義
の
理
論
の
根
拠
も
、
此
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
上
に
立
つ
て
、
発
展
し
つ
ゝ
あ
る
」（「
文
芸
時
評
」『
読
売
新
聞
』
昭
四
・
三
・
一
二
）
と
す
る
の
だ
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
当
人
も
完
成
し
得
な
か
っ
た
理
論
に
形
式
主
義
を
接
木
す
る
の
は
余
り
に
拙
速
だ
っ
た
。
山
本
前
掲
論
文
は
一
連
の
曖
昧
な
〈
科
学
〉
知
識
に
基
づ
い
た
横
光
の
立
論
の
仕
方
に
寧
ろ
「「
科
学
」
へ
の
微
妙
で
複
雑
な
思
考
」
を
読
み
取
る
が
、
中
河
の
批
判
（
前
掲
「
科
学
上
の
テ
ク
ニ
ツ
ク
と
形
式
主
義
」）
が
惹
起
さ
れ
る
の
も
必
定
だ
っ
た
。「
一
つ
の
比
喩
」
と
し
て
「
科
学
上
の
テ
ク
ニ
ツ
ク
を
用
ひ
る
事
」
を
奨
励
し
な
が
ら
、「
そ
れ
に
は
多
少
の
科
学
上
の
知
識
を
持
つ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
の
だ
。
だ
が
、
こ
う
し
た
批
判
は
中
河
本
人
に
も
跳
ね
返
っ
て
く
る
。
同
文
章
は
、
横
光
が
「
最
も
進
歩
し
た
思
想
」
と
し
た
ボ
ル
ツ
マ
ン
の
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
は
ド
ー
ル
ト
ン
ら
の
「
原
子
説
」
に
よ
り
転
覆
さ
れ
た
と
す
る
が
、「
原
子
説
」
の
提
唱
は
ボ
ル
ツ
マ
ン
の
活
躍
し
た
二
〇
世
紀
初
頭
前
後
よ
り
百
年
程
早
い
。
確
か
に
ド
ー
ル
ト
ン
の
原
子
論
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
的
原
子
論
で
は
説
明
し
切
れ
な
い
「
熱
素
と
元
素
の
種
類
に
対
応
す
る
多
種
原
子
を
基
本
実
体
と
し
て
体
系
化
」（
菅
野
礼
司
「
原
子
論
的
自
然
観
」『
物
理
教
育
』平
九
・
二
）す
る
な
ど
し
た
が
、
熱
素
は
一
八
二
〇
年
代
に
そ
の
存
在
を
否
定
さ
れ
る
。
ボ
ル
ツ
マ
ン
、
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
が
繰
り
広
げ
た
の
は
科
学
史
上
著
名
な
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
論
争
（
一
八
九
五
）
だ
。
横
光
が
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
も
「
電
子
原
子
を
疑
つ
た
の
で
は
な
い
」
と
し
た
の
は
、「
形
式
主
義
」
を
擁
護
す
る
為
に
捏
造
し
た
事
実
で
あ
り
、「
電
子
原
子
」（
注
、
『
化
学
本
論
』
で
は
「
分
子
原
子
」）
を
オ
ス
ト
ヴ
ァ
ル
ト
は
「
便
利
だ
け
れ
ど
も
抽
象
的
な
説
明
装
置
」（
Ｄ
・
リ
ン
ド
リ
ー
『
ボ
ル
ツ
マ
ン
の
原
子
理
論
物
理
学
の
夜
明
け
』
松
浦
俊
輔
訳
、
青
土
社
、
平
一
五
・
三
）
と
し
て
否
定
し
た
。
論
争
後
も
ボ
ル
ツ
マ
ン
の
熱
統
計
力
学
は
マ
ッ
ハ
ら
の
実
証
主
義
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
の
執
拗
な
批
判
に
晒
さ
れ
、
そ
う
し
た
最
中
ボ
ル
ツ
マ
ン
は
自
殺
す
る
（
一
九
〇
六
）。
そ
れ
は
分
子
・
原
子
の
存
在
が
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
博
士
論
文
「
分
子
の
大
き
さ
の
新
し
い
決
定
法
」（
一
九
〇
五
）
・
ペ
ラ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
の
研
究
（
一
九
〇
九
）
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
る
寸
前
だ
っ
た
。「
プ
ラ
ン
ク
が
放
射
の
式
を
導
く
た
め
に
初
め
て
ボ
ル
ツ
マ
ン
の
方
法
を
用
い
、
今
度
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
そ
の
式
の
本
当
の
意
味
を
示
す
た
め
に
、
ボ
ル
ツ
マ
ン
の
研
究
の
別
の
要
素
を
用
い
た
」（
リ
ン
ド
リ
ー
前
掲
書
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
ボ
ル
ツ
マ
ン
の
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
は
量
子
力
学
誕
生
を
準
備
し
た
と
し
て
そ
の
意
義
を
確
立
し
て
い
た
が
、
参
照
項
と
し
た
科
学
書
に
そ
の
事
実
が
書
か
れ
て
い
な
い
以
上
、
二
人
は
そ
の
事
を
知
る
由
も
な
か
っ
た
。
中
河
は
百
年
程
前
に
否
定
さ
れ
た（
と
メカニズムからの飛躍 ――中河與一の〈新科学的〉という発想について
―２０４―
誤
認
し
た
）
ボ
ル
ツ
マ
ン
の
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
の
上
に
で
は
な
く
、「
吾
々
の
文
学
論
」
を
「
最
も
新
し
い
学
説
の
上
に
築
」
く
べ
く
、「
物
理
学
に
於
て
は
、
原
子
は
電
子
と
プ
ト
ロ
ン
（
注
、
プ
ロ
ト
ン
）
の
数
的
離
合
集
散
に
よ
つ
て
生
ず
る
（
中
略
）
最
近
の
理
論
物
理
学
は
、
総
て
の
仕
事
を
根
本
に
於
て
、
悉
く
電
磁
力
に
帰
せ
し
め
や
う
と
す
る
壮
大
な
る
試
に
到
達
し
て
ゐ
る
」
と
、
物
理
学
書
片
手
に
原
子
核
構
造
に
関
す
る
知
識
を
述
べ
る
の
だ
。
む
ろ
ん
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
古
典
物
理
学
と
し
て
横
光
の
後
進
性
を
叩
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の
前
月
発
表
の
「
形
式
主
義
理
論
の
発
展
」
に
於
け
る
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
概
念
は
、
明
ら
か
に
横
光
と
同
じ
「
合
理
」
性
・
「
必
然
」
性
の
追
求
を
旨
と
し
た
力
学
的
世
界
観
に
立
脚
し
て
い
た
。
だ
が
横
光
と
の
一
見
不
毛
な
議
論
は
中
河
を
新
学
説
に
邂
逅
さ
せ
、
中
河
の
「
唯
物
論
」
は
認
識
論
的
転
回
に
向
け
て
舵
を
切
り
始
め
る
。
横
光
が
沈
黙
す
る
事
で
収
束
し
た
か
に
見
え
た
二
人
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
争
は
、
約
一
年
後
横
光
の
「
芸
術
派
の
真
理
主
義
に
つ
い
て
」（『
読
売
新
聞
』
昭
五
・
三
・
一
六
、
一
八
、
一
九
）
が
突
如「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」を
再
論
す
る
に
及
ん
で
再
燃
す
る
。
だ
が
こ
れ
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
中
河
は
『
形
式
主
義
芸
術
論
』
出
版
（
昭
五
・
一
）
に
際
し
、「
科
学
上
の
テ
ク
ニ
ツ
ク
と
形
式
主
義
」
を
大
幅
に
加
筆
修
正
し
掲
載
し
た
が
（「
機
械
主
義
と
科
学
上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
と
改
題
）、
こ
こ
で
横
光
を
「
進
歩
せ
る
汽
車
を
捨
て
」
た
「
草
鞋
派
」
と
暗
に
侮
蔑
し
、
更
に
先
の
引
用
に
際
し
稿
者
が
傍
線
を
付
し
た
「
電
磁
力
」
の
部
分
を
「
空
間
、
時
間
連
続
体
そ
の
も
の
」
に
す
り
替
え
、
石
原
純
「
物
質
と
空
間
時
間
と
の
必
然
的
関
係
」（『
思
想
』
昭
四
・
四
）
を
大
き
く
引
用
す
る
な
ど
の
操
作
に
よ
り
、
新
学
説
の
立
場
か
ら
横
光
の
後
進
性
を
強
調
し
た
の
だ
。
同
様
の
操
作
が
散
り
ば
め
ら
れ
る
事
で
、『
形
式
主
義
芸
術
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
過
去
の
論
文
は
〈
最
新
の
科
学
知
〉
に
立
脚
し
た
よ
う
に
遡
及
的
に
意
味
を
改
変
す
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
横
光
も
プ
ラ
ン
ク
『
物
理
学
的
世
界
像
の
統
一
』（
田
辺
元
訳
、
岩
波
書
店
、
昭
三
・
一
一
）
を
根
拠
に
、「
メ
カ
ニ
ズ
ム
即
ち
中
河
與
一
氏
の
攻
撃
し
て
ゐ
る
物
質
力
学
が
氏
の
尊
敬
し
て
い
る
電
気
力
学
を
も
統
一
し
や
う
と
し
て
ゐ
る
」
と
主
張
し
、
量
子
力
学
的
世
界
観
に
力
学
的
世
界
観
が
包
含
さ
れ
た
と
し
て
一
年
前
の
自
身
の
主
張
に
正
当
性
を
与
え
よ
う
と
し
た
。
だ
が
同
書
は
物
質
力
学
に
電
気
力
学
を
も
包
含
す
る
事
が
出
来
る
と
し
た
も
の
の
世
界
観
を
問
題
に
し
て
お
ら
ず
、
力
学
を
「
運
動
す
る
も
の
の
概
念
を
必
要
と
す
る
」
と
考
え
れ
ば
両
者
の
差
異
は
な
く
な
る
と
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
重
要
な
の
は
、
中
河
が
横
光
の
主
張
を
修
正
す
る
為
に
再
び
物
理
学
書
に
目
を
走
ら
せ
る
過
程
で
、
新
た
な
知
と
の
邂
逅
を
果
た
す
事
だ
。
中
河
の
眼
に
飛
び
込
ん
で
来
た
の
は
、「
飛
躍
」
の
一
語
だ
っ
た
。「（
注
、
プ
ラ
ン
ク
の
）
エ
ネ
ル
ギ
イ
量
子
説
と
は
、「
自
然
が
飛
躍
す
る
」
事
を
認
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
即
ち
、
自
然
の
現
象
が
、
不
連
続
的
に
飛
躍
的
に
、
推
移
す
る
も
の
で
あ
る
（
中
略
）
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
「
波
動
力
学
」
に
於
て
も
、
又
「
偶
然
」
が
大
切
な
特
徴
と
な
つ
て
ゐ
て
、
機
械
観
的
力
学
の
必
然
的
理
論
を
明
か
に
一
蹴
し
て
ゐ
る
」（
中
河
「
芸
術
派
の
今
後
に
就
て
―
横
光
利
一
氏
へ
の
駁
論
」『
読
売
新
聞
』
昭
五
・
三
・
二
二
）。
プ
ラ
ン
ク
が
導
出
し
た
法
則E
=
hv
に
依
れ
ば
、
ν
（
振
動
数
）は
整
数
値
し
か
と
ら
な
い
の
で
、
Ｅ
（
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
は
粒
子
性
を
持
ち
非
連
続
的
に
変
化
す
る
（「
自
然
が
飛
躍
す
る
」）。
「
科
学
と
文
学
と
に
於
け
る
不
思
議
な
る
一
致
を
絶
え
ず
探
り
な
が
ら
来
た
」
中
河
は
、
持
論
で
あ
る
「
飛
躍
」
が
量
子
レ
ベ
ル
で
起
こ
っ
て
い
る
事
実
を
知
り
、
歓
喜
し
た
は
ず
だ
。
宇
宙
全
体
を
覆
い
尽
く
す
普
遍
的
真
理
を
「
飛
躍
」
に
見
出
し
、
そ
の
事
を
全
て
の
「
自
然
の
現
象
」
に
容
易
に
演
繹
す
る
だ
ろ
う
。
最
早
弁
証
法
に
依
拠
す
る
必
要
の
な
く
な
っ
た
「
動
的
発
展
性
の
図
式
」
は
、
外
形
す
ら
変
わ
る
事
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
子
説
に
基
づ
く
そ
れ
へ
と
一
瞬
に
再
組
織
化
さ
れ
た
。
中
河
「
新
し
い
文
学
と
物
理
学
」（『
文
学
風
景
』
昭
五
・
六
）
に
「
デ
ボ
ー
リ
ン
が
、
如
何
に
ア
イ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン
の
言
葉
を
気
に
病
ん
で
、
弁
証
法
を
弁
護
し
て
み
て
も
」
な
ど
の
記
述
が
見
え
る
が
、
中
河
が
参
照
し
た
デ
ボ
ー
リ
ン
『
唯
物
弁
証
法
と
自
然
科
学
』（
大
山
一
郎
訳
、
弘
文
堂
書
房
、
昭
二
・
五
）
に
依
れ
ば
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
遺
稿
を
所
有
し
て
い
た
弟
子
の
ベ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
当
時
未
発
表
の
『
自
然
弁
証
法
』
草
稿
を
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
見
せ
る
と
、「
物
理
学
の
立
場
か
ら
見
て
も
、
物
理
学
史
の
立
場
か
ら
見
て
も
、
何
ら
特
殊
的
な
興
味
を
与
へ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
え
た
と
い
う
。「
見
よ
。
自
然
科
学
の
発
展
に
於
い
て
、
吾
々
は
嘗
て
弁
証
法
的
発
展
を
見
た
だ
ら
う
か
」（「
新
し
い
文
学
と
物
理
学
」）
と
悪
怯
れ
も
せ
ず
述
べ
る
中
河
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
科
学
へ
の
敬
意
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
〈
最
新
の
科
学
知
〉
を
真
理
に
隣
接
す
る
も
の
と
し
て
崇
め
、
知
の
体
系
が
更
新
さ
れ
れ
ば
容
易
に
思
想
を
転
換
さ
せ
る
姿
勢
の
危
う
さ
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
し
な
い
。
た
だ
し
こ
の
危
険
性
を
、〈
科
学
〉
を
知
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
頂
点
と
し
、〈
文
学
／
科
学
〉
の
間
に
強
固
な
壁
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
科
学
主
義
の
そ
れ
と
同
列
化
す
る
事
は
早
計
だ
ろ
う
。
真
銅
正
宏
は
中
河
の
偶
然
文
学
論
に
「
文
学
が
、
自
然
科
学
や
哲
学
の
界
域
に
及
ぶ
べ
く
、
そ
の
範
疇
を
踏
み
出
た
こ
と
自
体
の
意
義
」（「
偶
然
と
い
う
問
題
圏
―
昭
和
一
〇
年
前
後
の
自
然
科
学
お
よ
び
哲
学
と
文
学
」『
日
本
近
代
文
学
』
平
一
〇
・
一
〇
）
を
歴
史
的
観
点
か
ら
指
摘
し
た
が
、
中
河
や
横
光
の
形
式
主
義
論
に
は
そ
う
し
た
、
ク
ワ
イ
ン
の
「
全
体
論
」
的
〈
科
学
〉
観
11
に
も
通
底
す
る
よ
う
な
認
識
の
萌
芽
が
観
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
黒 田 俊太郎
―２０５―
こ
の
よ
う
に
、
横
光
と
の
二
度
に
亘
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
論
争
は
、
中
河
と
量
子
力
学
に
お
け
る
「
飛
躍
」
と
い
う
概
念
と
を
邂
逅
さ
せ
る
こ
と
で
、
中
河
を
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
力
学
的
世
界
観
・
マ
ル
ク
ス
主
義
的
必
然
思
想
）
か
ら
飛
躍＝
脱
却
さ
せ
、
新
し
い
「
唯
物
論
的
な
文
学
論
の
完
成
」
に
向
け
た
六
年
に
も
亘
る
「「
飛
躍
」
を
埋
め
る
」
作
業
、
す
な
わ
ち
、
量
子
力
学
に
お
け
る
「
飛
躍
」
の
概
念
を
学
習
し
、
文
学
論
へ
と
落
と
し
込
む
と
い
う
作
業
へ
と
向
か
わ
せ
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
し
、
中
河
が
こ
の
時
獲
得
し
た
〈
新
科
学
的
〉
と
い
う
発
想
は
、〈
必
然
思
想
か
ら
偶
然
思
想
へ
〉
と
い
う
思
考
の
転
換
を
媒
介
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
新
学
説
と
量
子
力
学
と
の
差
異
を
自
覚
し
得
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
未
だ
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
必
然
思
想
）
的
側
面
を
払
拭
仕
切
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
光
に
粒
子
性
を
認
め
る
光
量
子
仮
説
に
よ
り
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
量
子
力
学
の
礎
を
築
い
た
が
、
自
身
は
「
神
は
サ
イ
コ
ロ
を
振
ら
な
い
」
と
量
子
が
確
率
論
的
（
偶
然
）
に
振
舞
う
と
す
る
量
子
力
学
の
主
張
と
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
の
だ
。
即
ち
中
河
の
認
識
は
唯
物
論
的
決
定
論
か
ら
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
的
決
定
論
へ
と
、
実
は
〈
必
然
思
想
〉
の
内
部
で
歩
み
を
進
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
中
河
が
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
「
古
典
物
理
学
者
」（「
サ
イ
コ
ロ
必
然
」『
万
葉
の
精
神
』
昭
一
二
・
七
）
と
位
置
付
け
て
行
く
の
は
ま
だ
先
の
事
で
あ
る
。
＊
本
研
究
はJSPS
科
研
費15
K
16682
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。
注
1
年
号
は
元
号
を
主
と
し
、（
）
内
に
記
す
場
合
、﹇
大
正
↓
大
﹈
な
ど
と
省
略
し
た
。
2
北
村
透
谷
と
応
召
す
る
兵
士
と
を
共
に
自
己
を
「
犠
牲
」
に
す
る
者
と
し
て
、
中
河
が
同
列
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
論
じ
た
拙
稿
「
盗
ま
れ
た
〈
透
谷
〉
と
い
う
問
題
―
透
谷
文
学
賞
の
設
立
と
そ
の
理
念
」（『
北
村
透
谷
研
究
』
平
二
一
・
六
）、
及
び
、
中
河
の
「
犠
牲
」
の
精
神＝
〈
永
遠
思
想
〉
が
生
成
さ
れ
た
経
路
に
つ
い
て
論
じ
た
拙
稿
「
戦
時
下
日
本
浪
曼
派
言
説
の
横
顔
―
中
河
與
一
の
〈
永
遠
思
想
〉、
変
奏
さ
れ
る
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉」（『
三
田
國
文
』
平
二
一
・
一
二
）
を
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
3
中
河
與
一
・
保
田
與
重
郎
『
日
本
の
こ
こ
ろ
日
本
浪
曼
派
の
美
意
識
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
昭
五
七
・
一
二
）。
同
書
は
昭
和
四
三
年
五
月
に
行
わ
れ
た
対
談
を
元
に
し
て
い
る
。
保
田
の
「
恋
愛
小
説
だ
け
」
と
は
小
説
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
り
、
中
河
は
自
ら
編
集
主
幹
し
た
雑
誌
『
文
芸
世
紀
』
内
外
で
旺
盛
な
全
体
主
義
的
言
論
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
4
山
崎
義
光
は
両
文
学
論
の
差
異
を
意
識
し
つ
つ
「
中
河
に
よ
る

偶
然
論

の
位
置
づ
け
は
、
形
式
の
動
的
発
展
性
を
論
じ
た
際
に
言
っ
て
い
た
「「
飛
躍
」
を
埋
め
る
部
分
こ
そ
今
日
の
偶
然
論
で
あ
る
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
し
た
（「
形
式
主
義
論
争
の
争
点
」
『
日
本
文
芸
論
稿
』
平
九
・
二
）。
中
村
三
春
も
同
箇
所
を
引
用
し
両
者
を
「
地
続
き
の
も
の
」
と
し
た
（「
量
子
力
学
の
文
芸
学
―
中
河
与
一
の
偶
然
文
学
論
」『
日
本
近
代
文
学
と
西
欧
比
較
文
学
の
諸
相
』
翰
林
書
房
、
平
九
・
七
）。
5
や
や
時
代
が
下
っ
て
も
、
新
感
覚
派
の
手
法
に
対
す
る
批
判
の
多
く
は
「
中
河
與
一
氏
は
歪
ん
だ
犯
罪
学
者
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
明
ら
か
に
氏
は
病
気
と
神
経
と
科
学
と
を
誇
示
し
す
ぎ
て
ゐ
る
。」（
岩
永
胖
「
既
成
文
壇
批
判
評
と
新
理
想
主
義
へ
の
展
開
」『
文
芸
時
代
』
大
一
五
・
二
）
な
ど
の
よ
う
に
、
中
河
個
人
に
向
け
ら
れ
た
。
6
鈴
木
貴
宇
は
こ
の
時
期
に
〈
機
械
美
〉
に
注
目
が
集
ま
っ
た
理
由
を
、「〈
機
械
〉
の
日
常
化
」
と
、
そ
の
よ
う
な
目
新
し
く
な
く
な
っ
た
〈
機
械
〉
を
「
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
通
し
て
そ
の
部
分
（
中
略
）
を
大
胆
な
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
切
り
取
」
る
よ
う
な
非
日
常
化
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
説
明
し
て
い
る
（「
板
垣
鷹
穂
と
〈
機
械
〉
―
「
機
械
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
「
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
・
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
」」『
日
本
近
代
文
学
』
平
一
四
・
一
〇
）。
7
第
一
期
「
機
械
そ
の
も
の
を
描
い
て
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
な
感
じ
を
出
す
」（
初
期
未
来
派
）、
第
二
期「
機
械
と
殆
ど
、或
ひ
は
全
く
関
係
の
な
い
形
と
色
と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
つ
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
な
、
或
ひ
は
機
械
的
な
精
神
を
暗
示
す
る
」（
レ
ジ
エ
ー
や
プ
ラ
ン
ポ
リ
ニ
ら
「
現
在
」
の
未
来
派
）、
第
三
期
「
Ａ
、
機
械
そ
の
も
の
の
形
に
よ
つ
て
機
械
的
な
ら
ざ
る
精
神
を
暗
示
す
る
。
Ｂ
、
な
ん
ら
精
神
的
な
る
も
の
と
関
係
な
く
、
単
的
に
機
械
そ
の
も
の
の
形
を
感
覚
的
に
楽
し
む
」。
8
中
河
は
ウ
ヰ
ク
ト
ル
・
シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
『
文
学
と
映
画
』（
八
住
利
雄
訳
、
原
始
社
、
昭
三
・
二
）
を
誤
読
に
基
づ
き
批
判
し
て
お
り
、
殆
ど
何
の
知
見
も
同
書
か
ら
得
て
い
な
い
。
9
〈
読
む
為
の
機
械
〉
と
は
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
「
家
は
住
む
為
の
機
械
で
あ
る
」
を
擬
え
て
い
る
。『
形
式
主
義
芸
術
論
』
に
も
複
数
回
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
へ
の
言
及
が
あ
る
。
10
中
河
は
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
次
の
二
著
の
い
ず
れ
か
だ
ろ
う
。恒
藤
恭
訳『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
根
本
問
題
』（
増
補
版
、
岩
波
書
店
、
大
一
三
・
一
）、
木
村
春
海
訳
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
根
本
問
題
』（
共
生
閣
、
昭
三
・
六
）。
た
だ
し
、
省
略
な
ど
に
拠
る
と
推
メカニズムからの飛躍 ――中河與一の〈新科学的〉という発想について
―２０６―
測
さ
れ
る
が
中
河
の
引
用
と
は
多
少
の
異
同
が
あ
っ
た
。
本
稿
は
後
者
に
依
っ
た
。
11
「
経
験
主
義
の
ふ
た
つ
の
ド
グ
マ
」『
論
理
的
観
点
か
ら
―
論
理
と
哲
学
を
め
ぐ
る
九
章
』
（
飯
田
隆
訳
、
勁
草
書
房
、
平
四
・
一
〇
。
原
著
一
九
五
一
）。
ク
ワ
イ
ン
は
、
自
然
・
人
文
の
諸
〈
科
学
〉
に
於
け
る
世
界
観
上
の
変
容
が
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
主
張
し
て
い
る
。
附
記
言
説
の
引
用
に
際
し
、旧
字
は
適
宜
新
字
に
改
め
、圏
点
・
ル
ビ
等
は
一
部
省
略
し
た
。
引
用
文
に
付
し
た
傍
線
等
は
全
て
引
用
者
に
よ
る
。
黒 田 俊太郎
―２０７―
Nakagawa Yoichi, a novelist, proposed two literary theories in the Showa period. Both literary theories
(Keishikishugiron or “formalism” and Guzenron or “accidentalism”), strongly influenced by scientific
thought, have its core in the concept of “Quantum Jump ”. Due to this overlap, previous research has not
focused on qualitative difference of these two literary theories. However, the difference is important be-
cause the latter contains an early sign of Nakagawa’s totalitarianism. This paper tries to reveal how the
concept of “mechanism”, which Nakagawa introduced into his own formalism, was generated, by compar-
ing it with the concept of mechanism in the art world. In addition to this, this paper observes the manner
in which Nakagawa’s causal theoretic formalism was forced to transform into accidentalism through the
controversy over the mechanism with Yokomitu Riichi.
Making a “Quantum Jump” : About the “New Scientific” Idea
of Nakagawa Yoichi
KURODA Shuntaro
―２０８―
